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4.6  個別の教育支援計画，個別の指導計画のシステム作りと
授業改善への ICF の活用

静岡県立御殿場特別支援学校　教諭　山元　薫

１．ICF を活用するに至った背景

静岡県立御殿場特別支援学校（以下，本校）は２市２町を学区とする知肢併設の学校です。

2000 年 4 月に県立移管されて以降，児童生徒数は増加を続け，2006 年には当時の２倍の人数に

増え，現在全校児童生徒数 188名，教員数 101名の規模の学校となりました。

特殊教育から特別支援教育への転換が図られる中，教師が急激に増加・多様化する児童生徒の

ニーズを的確にとらえ，教育実践する力が必要と考えました。そのためには，児童生徒一人一人

の今を生きる姿を多面的にとらえ，将来の生きたい姿に向けて必要な教育を実践し，学校完結型

の授業から生活でできる力を育む授業実践ができるよう新しい個別の教育支援計画，個別の指導

計画のシステムを作り，授業改善していくことが急務となりました。そのための有効な手段とし

て，児童生徒の障害の状態を多面的・総合的にとらえることができる ICF の考え方を取り入れ，

児童生徒の生活機能の向上，「参加」の拡大をめざした教育実践を行うことを本校の学校経営の

中に盛り込みました。

２．ICF 活用の実際

本校では，子どもの実態把握から個別の教育支援計画の作成，個別の指導計画作成，授業づく

り，評価に至るまで，ICF を活用しています。

（１）個別の教育支援計画及び個別の指導計画作成への活用
実際の活用手順は以下の通りです。

①家庭訪問（個別面談）にて生活地図（図 1 ①）の作成
「生活地図」を用いて，保護者と本人，担任で，現在の生活環境全般，将来像について共通理

解します。その中から，中心課題（人が生きることの全体を示す『生活機能』を高めるために，

今改善・克服したい学習上，生活上の課題）を導き出します。

②生活地図を基に個別の教育支援計画（図１②）の作成
生活地図で導き出された３年後の願う姿を支援目標として，中心課題については今年度の重点

目標としてそれぞれ個別の教育支援計画１に記載します。他機関との関係や取り巻く環境につい

ては個別の教育支援計画２に記載します。

③「支援シート（図１③）」（ICF 構成要素間の相互作用図を図式化したもの）を用いたケース会
議における，中心課題の妥当性と指導方法について検討及び共通理解
中心課題について「支援シート」を用いて，本人の気持ち，中心課題にかかわる病気や変調，

障害の程度，「できる」こと，「している」こと，有効な手立て，適した環境設定の方法等を検討

します。その検討の結果，中心課題に関する指導場面，指導目標，手立てについて導き出します。
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④個別の指導計画（図１④）の作成
支援シートから導き出された指導場面や指導方法，支援方法，手立て等を個別の指導計画１に

明記します。

図１　御殿場特別支援学校における個別の教育支援計画及び 4 個別の指導計画作成のプロセス（図中の番号は，

前頁２（１）活用の手順の番号と同じ）

（２）授業づくりへの活用
支援シートを活用して授業づくりに関する検討を行い，単元（題材）目標，単元構想，　授業構想，

支援方法，他教科領域との関連，家庭との連携方法等を導き出します。実際の活用手順は，以下

の通りです。

①個々の実態と学習集団の実態を把握します。個々の実態は，個別に作成した中心課題に関す

る支援シートやこれまでの学習の様子（成果，課題，意欲，適した環境設定等）を授業に

かかわる教員が持ち寄り情報を共有します。

②個々の中心課題や教科及び教科領域のねらいをおさえつつ，本単元（題材）で達成したい目

標に向けて単元（題材）構想，指導計画，指導する際の手立てや留意点等について，授業づ

くり用支援シート ( 図２) を活用して，検討します。

③授業づくり用支援シートの情報を整理して，学習指導案（もしくは，単元カード及び授業カ

ード等）を作成し，個々の目標や手立て，学習環境の在り方，生活場面への広げ方，TT の

役割分担等の授業づくりのポイント ( 図３) を明確にし，提示します。

④支援シートから導き出された支援シートを用いての授業評価・分析を行います。
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図２　授業づくり用支援シート活用例（中学部 1 年　数学科「買い物学習」）

図３　支援シートから導き出された授業づくりのポイントと授業展開
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３．活用後の成果と今後の展望

これらの取組を通した得られた成果と課題，今後の展望は以下の通りです。

（１）成果
①教師の意識の変化

児童生徒の「できない」行動だけに注目するのではなく，児童生徒の全体像を捉えかつ多

面的に分析し，より良い支援方法を導き出し指導すべきであるといった意識改革を図ること

ができました。また，支援シートを活用した中心課題に関するケース会議を行うことで，教

師間で情報を共有し中心課題を意識して指導全般にあたるようになりました。

②個別の教育支援計画策定及び個別の指導計画作成のプロセスの完成
このプロセスは，教師が児童生徒たちを現在を生きる生活者として見るために有効なツー

ルでした。学校生活や授業等での断片的な児童生徒の理解ではなく，児童生徒の生きる像を

ICF 関連図より相関的に理解し，現在及び将来の参加に向けて，個々の中心課題を踏まえつ

つ，個別の指導計画の作成と授業実践，評価が可能になりました。

③ ICF の考え方を活かした授業づくり
ICF の考え方を活かした授業づくりを行うことで，以下のような授業改善の成果が見られ

るようになりました。

１）授業のつくり方の変化
個々の中心課題をふまえつつ，各教科，教科領域を合わせた指導のねらいを達成するため

には，授業はどうあるべきか，児童生徒の実態，環境，気持ち等を相関的にとらえ，授業が

構築されるようになりました。この取組により，教師，児童生徒，教材の授業を構成する３

つの要素について十分な吟味がされるようになりました。

２）授業の変化
＜活動を充実させた授業への転換＞

主体的な活動を多く盛り込んだ授業展開がされるようになり，児童生徒の体験を通した

指導を積み上げることで，「できる」力の発揮できる場面を増やすことができました。

＜つなぐ・かかわる授業構想＞
まずは，一人一人が「できる」状況を発展させ，次に仲間とのかかわりの中で発揮でき

る力に，そして，他の場面や集団でも発揮できる力に育て，主体的に「参加」できるよ

うにつなぎ，さらに生活につなげる指導構想が練られるようになりました。

＜手立てが多面的に考えられた授業＞
日常生活の様子や障害の状態等から，環境を含めて目標を達成するために有効な支援方

法を導き出した授業を行うことができるようになりました。

＜ＴＴが有機的に機能する授業＞
検討作業を行うことで，授業に関する情報が共有され，児童生徒の授業のねらいを共通

理解できるようになりました。また，環境因子の一つとして指導者はどうあるべきか，

意識して授業に参加することができるようになりました。
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（２）課題と今後の展望
①児童生徒の実態把握に関する精度をあげるため，ICF-CY チェックリストの項目を導入したり，

他のアセスメントを併用したりすることで，より児童生徒の実態に即した授業をつくることが

できるようにしたい。

②生活年齢に応じた「参加」に向けての課題とキャリア教育の視点とを照らし合わせ，児童生徒

の現在及び将来の「参加」を促進する題材や単元を選定し，年間指導計画を作成させていきたい。

○発達の変化の著しい小学部低学年では，現在本校の支援シートの書式では，書きづらさが指摘

されています。児童生徒の発達の変化のスピードに適応した評価の時期，書式を検討し，より

使いやすい書式に改良したい。
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